
 
           

 

 
 
毎年、日本漢字能力検定協会が「今年の漢字」を発表しています。１年前の終業式

でもお話ししました。昨年度の漢字を覚えていますか。昨年度は、東京オリンピック

・パラリンピックで日本人選手が多くの金メダルを獲得したことなどの理由で「金」になりました。

「今年の漢字」は何になったか、知っていますか。今年もスポーツにも関係しています。今週日曜

日まで行われていたサッカーワールドカップをはじめとするたくさんのスポーツで、熱「戦」や挑

「戦」が注目されたことなどから、「戦」が選ばれました。「戦」が選ばれた理由には、他にも、ロ

シアのウクライナ侵攻により「戦」争の恐ろしさを目の当たりにしたこと、物価が上がり生活上の

「戦」があったことなど、みんなでよく考えて乗り越えていかなくてはならない課題も示されてい

ると思いました。 

 さて、今とは全く違う気候の、猛暑の８月２５日に始まった袋井北小学校の２学期、活動を制限

したり学級閉鎖を起こしたりするコロナとも「戦」いながら、みなさんはいろいろなことに挑「戦」

してがんばりました。そこで、６年生のみなさんを中心に、今年も「袋井北小の今年の漢字」を選

んでもらいました。漢字とともに、みんなでがんばったことを確認したいと思います。 

 昨年度の「袋井北小の漢字」は、第２位が３つあって「協」「友」「絆」でした。第１位は「笑」

でした。今年はどうでしょう。まず、第３位から発表します。昨年も選ばれた「絆」です。であい、

つながり、きょうりょくのステージ、様々な活動を通して仲間との絆を深められたと感じている人

が多かったのです。絆は、心を強くし、がんばろうという心のエネルギーも高めます。第２位です。

「楽」です。学級などで友達と楽しく過ごせた。いろいろな行事に楽しく取り組めたなどのことで、

コロナと戦いながらも、よいものをつくろうとがんばってきたことが、「楽」に表れていて、とても

いいなと思いました。第１位の前に、ベスト３には入らなかったけど、多くの人が選んだ漢字を紹

介します。それは、「笑」「新」「挑」「努」です。まとめてみると、自分たちで友達を笑顔にするた

めに、新しいことに挑戦し、努力したということでしょう。私はこのような、みなさんの姿勢のす

ばらしさに感動することがたくさんありました。 

それでは、今年の第１位ですが、「協」です。皆さんが選んだ他の漢字と関連しますが、運動会な

どの行事、高学年は観音山、修学旅行、委員会活動など、協力して取り組み、

自分たちでいいものをつくり出し、成長したということなどが、理由に挙げ

られていました。先生とも協力できた、先生の協力に感謝しているなどのこ

とを理由に挙げている人もいました。みなさんのがんばりで、２０２２年も

とてもいい袋井北小学校であったことを、うれしく思います。 

 では、このようなみなさんのがんばりについて、２学期のステージのめあ

てだった協力、挑戦がよく表れた行事を各学年ひとつ取り上げ、写真で共有したいと思います。１

年生は生活科の活動「秋がいっぱい」です。自分たちが作ったおもちゃで２年生や６年生に喜んで

もらおうと、協力と挑戦の気持ちいっぱいに取り組みました。２年生は、浜松科学館に出かけたと 
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きのものです。前の学習で学んだ電車・バスの乗り方や中での過ごし方をしっかりやることに挑戦 

しながら、科学館での学習を楽しみました。３年生は縄跳び大会の様子です。仲間と協力して、い

い記録に挑戦しました。 

４年生は、リレー大会です。３年生と同じく、仲間と協力して勝利を目指しました。一昨日、た

んぽぽれんげのみなさんが開催したフェスティバルは大盛況で、いろいろなゲーム、景品などで、

訪れた人たちがとても楽しむことができました。みなさんの挑戦、協力で、とてもいいフェスティ

バルになりました。 

 ５年生です。授業の様子です。聞く姿勢、集中、話し合いなど、とてもしっかりできるようにな

り、頼もしい高学年に成長したなと思います。委員会活動を見学したときの様子ですが、運動会の

時と同様、６年生からしっかり引き継ぎ、立派な最上級生になるという決意や意気込みが感じられ

ます。 

 ６年生は、修学旅行の様子です。いつでも集団行動が整然とでき、見学場所やホテルではマナー

を守り礼儀正しい行動ができました。伊勢神宮や鳥羽水族館、フェリーでの

学習も楽しくしっかりとできました。今年も、旅行会社やホテルの方々から、

袋井北小の子どもたちが一番しっかりしていますとか、こんなに大勢の子ど

もたちが黙って整然と行動できることに驚いていますなどのおほめの言葉を

いただき、うれしく、誇らしい気持ちになりました。そして、しおりをすべ

て先生の手を借りずにつくるなど、自分たちで作った修学旅行であったこと

も、素晴らしい挑戦と成果だと思いました。 

さて、１３日間という長い冬休みに入ります。みなさんには、２学期のステージのめあてを忘れ

ず、おうちの人との協力、自分のやりたいことへの挑戦などをがんばってほしいと思います。また、

「命はひとつ」、交通事故や火事０、大きなケガや病気０、人に迷惑を掛けること０で過ごしてくだ

さい。コロナ対策も続きます。３密をさけながら楽しい冬休みにしてください。新しい年の１月６

日、３学期の始業式に、みなさんが全員元気な笑顔で、登校して来ることを楽しみにしています。 

 

＜お願いとお知らせ＞ 
 
○冬季休業中における緊急時の学校への連絡について  

閉庁日（12/29～1/３）や休日に次のことが発生した場合、学校に連絡することができません。そのた

め、下記の事態が発生した場合は、コドモンを利用して連絡をお願いします。 

① 重大事故・・・命にかかわるような事故が起き、子供が救急搬送された 等 

② 重大事件・・・警察が介入した子供に関わる事件が起きた 等 

なお、冬休み中に児童生徒本人や家族が新型コロナウイルスの感染者・濃厚接触者となった場合の

連絡は必要ありません。 

これ以外のことについては、閉庁日明け、冬休み明けに学校へ連絡をお願いします。 

※学校に電話をかける場合は、学校の固定電話（４２－３０２４）におかけください。学校の携帯電話は、発

信専用であり、受信しても電話に出ることはできません。 

 

○引き続き感染拡大防止のため、感染症対策について徹底をお願いします。 

収束に向かうかと思われた新型コロナウイルス感染症ですが、年末年始の人の移動により、依然予断

を許さない状況が予想されます。冬休み明け、今一度気持ちを引き締め、感染症対策に取り組んでまい

ります。各御家庭におかれましても、健康観察の確実な実施、マスク着用、帰宅後の手洗い・うがいの徹

底など、引き続き、御協力をお願いいたします。 


